「マリー・ローランサン展」
～　女の一生　～
東京・三鷹市美術ギャラリー　2014.04.12〜06.22
　パリ生まれの「マリー・ローランサン」（1883〜1956）は、20世紀前半には“優雅な色彩による独自の作風”で知られ、当時としては珍しい女性画家で図抜けて日本での人気が高いことで知られている。
　画伯は、パリ時代には“パステルカラーの簡潔で華やかで夢見るような少女像という独特の画風”を作り上げ、「フランス史上狂乱の時代」と称された1920年代には売れっ子となり、当時の上流婦人の間では肖像画を注文することが流行となったとされている。
　本展は、長野県・茅野市・蓼科湖畔にあった「マリー・ローランサン美術館」（観光客減少のため2011年９月閉館）所蔵の「500点」余りから、油彩・版画など「69点」などを展示している。
～　　主な展示作品　　～
＜音楽＞　　　　　　　　　（1944年頃、油彩・カンヴァス：ポスター写真）
＜狩りをするディアナ＞　　（1908年、油彩・板）
＜白い羽根飾りの黒帽子をかぶった乙女＞（1915年、油彩・カンヴァスボード）
＜幕の影の二人の女＞　　　（1926年、油彩・カンヴァス）　　
＜マリーの夢想＞　　　　　（1930年、リトグラフ）
＜二人の若い女友だち＞　　（1942年、油彩・カンヴァス）
＜花を生けた花瓶＞　　　　（1950年頃、油彩・板）
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